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「大型研究計画に関するマスタープラン」における極域科学の提案につい

て

Proposal of Polar Science to Master Plan 2020
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　日本学術会議の学術の大型研究マスタープランは、今後10年程度で取り組むべき大型研究計画を、分野を問

わず集めたものである。過去2年の検討を経て、極域科学分野を代表して「氷床変動に起因する海水準変動予

測」をマスタープラン2020への提案として、 2019年3月に提出した。 

 

　従来の「極域科学のフロンティア」計画では、過去の地球環境変動を高精度に記録する一方で、複数の

ティッピングポイントを内在し全球へのインパクトが大きい極域の気候・環境変化の仕組みをシステム科学と

して解明すべく、相互に深く関係する極域の重要プロセスやデータを網羅する総合的・学際的な研究提案を

行ってきた。評価としては総花的とのご批判を受けることも多かった。また南極地域観測事業といった国家事

業の部分について、学術会議のマスタープランに馴染むものなのか、極地研の固有のミッションなのではない

かといったご批判を受けることもあった。大学共同利用機関が全国の研究者を取り纏めて要求をすること

は、本来マスタープランの本質であるものの、やはりIGY(国際地球観測年)以来の大規模な国家事業としての歴

史のイメージが強く残っていることは一考に値することであろう。そこで、2020年のマスタープランに

は、南極観測事業そのものと北極環境研究の最近補助金として実施しているプロジェクトとは少々棲み分けの

様相をもつような切り口で提案をまとめることとした。もちろん、これらの事業やプロジェクトとの連携が重

要であることはいうまでもない。すなわち、マスタープラン2020への提案としては、これまでの方針を見直

し、社会へのインパクトが最も大きい海水準変動予測を出口として設定して研究課題を絞り込み、氷床変動を

総合的に研究する提案として再構成した。 

 

　本講演では大型研究をとりまく状況を紹介するとともに、これまでの極域科学の大型研究計画の取り組みを

レビューし、本提案の検討経緯を説明し、セッションでの議論や今後の取り組みに対する検討の口火を切るこ

とを目的とする。南極・北極は、宇宙惑星科学、大気水圏科学、固体地球科学など多様な分野が結束してとり

かかるべき重要な研究フィールドとなっており、ぜひとも国民やステークホルダーにその重要性を広く理解い

ただくことが肝要であり、JpGUの皆様の支援を得たいと考える。
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